

～第１０回　小学校英語教育学会（JES）参加報告～
2010年10月30日（土）
旭川市立緑が丘小学校　西口　栄里子

＜大会プログラム＞

☆７月１８日（土）

· 特別発表：「ネットを活用した英語活動支援モデル」

· ミニ・シンポジウム「外国語（英語）活動に取り組む子ども，そして教師」

· 授業実践・自由研究発表①
· 「英語ノート」の活動を生かしたオリジナル英語劇の実践　熊木礼子（つくば葛城小）

· インプットをインタラクションへつなげる方法　名渕后江（栃木旭小）

· 英語ノート１Lesson５を発展させるための３つの鍵：習得型から活用型へ“Let’s enjoy shopping”の実践を通じて　宮田学（岸和田常磐小）

· PISA型「読解力」を育成する小学校外国語活動・国際理解教育　福岡なをみ（名古屋八熊小）　など
· 講演「言語や文化に対する関心を高める教育としての小学校外国語（英語）活動の進め方」

☆７月１９日
· 授業実践・自由研究発表②

· 小学校英語活動におけるCreative Dramatics を利用したドラマ的活動の効果に関する研究　秦研介（三重笠間小）　北條礼子（上越教育大）

· 公立小学校６年生の「英語ノート」出現語彙の理解度に関する研究：四技能の観点から　佐伯泰子（玉川大小）
· 小学校英語教育における「英語ノート」の活用と自己評価による児童の変容に関する一考察　兼重昇る（鳴門教育大学）　松永宏（鳴門教育大付属小）他

· 英語コミュニケーション能力の「素地」と「基礎」：第二言語能力の熟達化理論に基づいて　板垣信哉・鈴木渉（宮城教育大）など
· 総会

· ワークショップ

· 「『英語ノート１・２』を発展させた活動のアイディア」

· 「電子黒板活用術」

· 「教員が互いに高め合う英語活動」～ワークショップを中心に～

· シンポジウム：「新・学習指導要領完全実施に向けた課題を乗り越える」

1． ネットを活用した英語活動支援モデル

· 小学校外国語活動支援コミュニティサイト（CELENET：セレネット）について。

CELENETのログインアドレス：http://celenet.info/
· 登録者：非営利の学校の関係者。約730名の登録者（2010年5月現在）がいる。

· 機能：質問コーナー，英語学習コーナー，意見交換コーナー，ネット講座，日記コーナー，教材・指導方法事例集

· ネット講座について
現在約15の講座の閲覧が可能（Ｈ21年度）

・「外国語活動をダメにする3つの方法」卯城祐司先生（筑波大学）

・「外国語活動必修化に向けて」直山木綿子先生（元京都市教育委員会教育主事，現文科省教科調査官）

・「言語教育としての小学校外国語活動」上山恭男先生（北海道教育大学）など
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2． ミニシンポジウム：「外国語（英語）活動に取り組む子ども，そして教師」
· シンポジウムのテーマ（H22年度）：「新・学習指導要領完全実施にむけた課題を乗り越える」

· 英語活動における子どもの変容

· 総合的な学習の時間の国際理解教育の一環として取り組まれていた英語活動では，英語のスキルを獲得する学習としてとらえた実践が多く発表されていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近年では・・・

　英語はあくまでも人ととのコミュニケーションを図るためのツール（学習指導要領で示された目標を実現しようとする実践が多く発表される）
· 英語ノートの登場：小学校英語の3つの柱（①体験的理解を深める《文化・言語》，②コミュニケーション能力，③慣れ親しませる）の①を達成しやすくするものとなり，授業について議論しやすくなる。

· 評価：コミュニケーションの価値を実感できるような学習場面の設定

· ALT：外国語の指導だけではなく，異国の文化を知る最も最適な“教材”となり得る。

＜授業実践発表・自由研究発表（１）　７月１８日＞

○「『英語ノート』の活動を活かしたオリジナル英語劇の実践（６年生）」
熊木　礼子（つくば葛城小）

・
２００９年１１月，同校の６年生の学習発表会で行ったオリジナル英語劇「大きなかぶと大きなにんじん」に関する実践報告である。

・
茨城県では，２００９年度より「英語ノート」を使った年間３５時間の外国語活動が先行実施される。

・
英語劇実践にあたり，①文字を読ませない，②全員が台詞を言う役を演じる，③全員ですべての台詞を練習する，④歌やチャンツを入れて英語のリズムを楽しめるようにする，⑤道具や衣装は最小限にして，台詞や演技での表現を楽しむことを目指すことをポイントとした。

・
ＡＬＴの活用：演技指導，台本のチェック。

・
「英語ノート」の表現を積み上げる。継続的な活動の中で英語劇を行えば，充実した活動になると考えられる。

○「インプットをインタラクションへつなげる方法」

名渕后江（栃木旭小）

・
目的：教師が児童とのインタラクションを広げ，つながりを持たせる方法の研究。

・
方法：インタラクション中心の授業実践例を分析。

・
授業分析の観点：①教師と児童のやりとりにおけるインプットとアウトプットの特徴，②インタラクション開始の言葉と児童の反応の特徴，③教師のインプットをインタラクションへとつなぐ工夫

・
分析結果：以下の諸点における特徴（工夫）を明らかにした。①確認方法，②質問の仕方（疑問詞の使用），③日本語使用，④内容，⑤児童の反応を正しい文にして反復，⑥単語，句，文による投げかけ

・
今後の課題：①いろいろなインタラクション中心の授業実践の分析，②インタラクションの少ない授業との比較，③インプットをインタラクションへつなげる教師の指導力養成の研究
○「英語ノート1Lesson5を発展させるための３つの鍵：習得型から活用方へ

“Let’s enjoy shopping”の実践を通じて」
宮田学（岸和田常盤小）

・
英語ノートLesson5の実践報告

・
高学年の発達段階：歌やゲームだけでは，外国語への興味が薄れてくる児童がいる。

→対策として・・・ＣＭ作りや買い物という疑似体験の場面を設定。児童の関心が高い“衣類”や“身につけるもの”を商品とした店作りを行う。

・
英語ノートでは買い手中心の表現→発展的活動として，“売り手”表現への工夫。

・
実践の成果：積極的にコミュニケーションを楽しむことができるようになった。

・
英語ノートLesson5を発展させる鍵：①習得型のチャンツやゲーム，②グループでの協力が必要な活動，③活用型のコミュニケーション活動

○「PISA型『読解力』を育成する小学校外国語活動・国際理解教育」

福岡なをみ（名古屋八熊小）

・
PISA調査～読解力の読解プロセス別に見た課題：情報の取り出しはできるが，自分で解釈したり，熟考・評価したりすることが苦手。

・
PISA調査～読解力の出題形式別に見た課題：答えを選ぶことはできるが，自分の意見を自由に書くことができない。

・
PISAの敗因（国立教育政策研究所の有元秀文氏より）：「自分の意見を表現することが少ない，日本人のコミュニケーションにある」と指摘。

・
PISA型「読解力」を育成する活動の流れ：①正確に読んで，②読んだことを根拠にして，③自分の意見を表現する

・
同校での実践計画：①イギリスへのビデオレター，②学習発表会，③小中連携授業

・
①の実践：名古屋市・小学校の紹介，こま，あやとり，空手，折り紙，将棋，手巻き寿司，篠笛，玉せん，たこやきなど→自分の意見を簡単な英語を使って表現（AETに表現を聞いてもらう）

・
①の実践の成果：意欲の向上。自信。

・
②の実践：インターネットで検索し，行ってみたい国のあいさつや文化を調べる→調べたことをもとに，新聞作成やパネルディスカッションを行う→発表劇の制作→学習発表会（自分の意見を簡単な英語を使って表現する）

・
②の実践の成果：英語を好きな児童が増え，英語力のアップにもつながった。また，分かる英語から推測して，自分の考えを表現しようという気持ちが育った。

・
PISA型「読解力」の育成：英語教育にも効果的。

＜授業実践発表・自由研究発表（２）　７月１９日＞

○「小学校英語活動におけるCreative Dramaticsを利用したドラマ的活動の効果に関する研究」

秦研介（三重笠間小）

北條礼子（上越教育大）

・
研究の目的：小学校英語活動が，Creative Dramaticsを利用したドラマ的活動が，児童の英語学習に対する意識にどのような効果をもたらすかを明らかにすること

・
実験方法

①
実験実施時期：2009年2月（3日間：45分×3回）

②
参加者：Ｎ県国立大学附属小学校2年生41名

③
指導内容：佐野（2008，pp．117-133）が提示する「物語を参加劇にする活動」「TPRからドラマ的な活動に発展させる活動」のを参考に単元指導計画を作成（体験的な英語活動）

④
測定方法：「英語の意識」「ARCS動機づけモデルに基づく活動への動機づけ」「Creative Dramaticsを利用したドラマ的活動への意義」の3つの視点から質問紙を作成し，事前・事後，各授業後にアンケート調査を行った。

⑤
分析方法：直接確率計算法，分散分析

・
絵本という架空のストーリーの中で，読み聞かせや動作を通して英語を体験。独創的なドラマ活動の展開。

・
研究結果：Creative Dramaticsを利用したドラマ的活動が低学年の児童にとって有益である。

○「公立小学校６年生の『英語ノート』出現語彙の理解度に関する研究：四技能の観点から

佐伯泰子（玉川大小）

・
研究目的：英語活動の中でどのような語彙をどの程度理解できているのかを明らかにすること。

・
研究の対象：横浜市立の小学校6年生62人

・
調査方法：「英語ノート」出現語彙287語全てを児童と筆談者が対面式で実施

・
調査内容：①リスニング能力調査，②スピーキング能力調査，③リーディング能力調査，④ライティング能力調査

・
結果：リスニングは十分であるが，他の三技能において大きな壁がある→コミュニケーションに対する積極的な態度育成のための素地が十分に出来あがっているとは言えない→聞くことから話すことへの転換，読んだり・書いたりすることへの興味関心を喚起させる工夫が必要。

・
使えない語彙の特徴を知ること→小学校英語活動の指導の一助になり得る。

・
ライティング上位者：他の技能においても能力が高い。

・
教材開発の必要性：発音するときの口の動きなどを理解するための教材

○「小学校英語教育における『英語ノート』の活用と自己評価による児童の変容に関する一考察」
兼重昇（鳴門教育大学）・松永宏（鳴門教育大附属小）他

・
評価の基本理念：「目標と評価は表裏一体」

・
評価の目的：教師が自らの授業を考察し，授業改善へつなげる。児童の学習意欲を高める。→評価は一連の授業過程の一部

・
研究内容：①小学校外国語活動における自己評価カードはどのようなものがよいか，②よりよい授業を作るための評価を活用した授業改善はどうあるべきか。

・
本研究の活用する評価：自己評価（児童による評価）→実行可能性の高さ。自分の言葉で書く。学びの手段としても利用可能・・・ただし，結果への信頼性や妥当性が低いという声も。

・
研究対象：鳴門教育大学附属小学校3年2組

・
教材：『英語ノート』Lesson9～「将来の夢を紹介しよう」（全4時間）

・
教具：絵カード，自己評価カード，キーボード，デジカメ（授業記録）他

・
評価規準：①『英語ノート』における評価の観点→外国語活動3つの目標にそって設定，②評価を活用した授業改善のサイクル－授業立案，自己評価カード作成，授業実践→児童へのフィードバック→授業改善

・
授業実践の結果と考察：自己評価カードの分析→子ども自身の意識の変化（知りたい，調べたい，学習したいなど）

・
英語学習ワークシートの効果：①授業で何が起こっているのかを明らかにする，②何を子どもたちが学んでいるのかを明らかにする，③評価をすることで授業改善への手がかりを得る，④児童への適切なフィードバックをする，④目標としている活動が適切に授業の中で具現化できたのかどうかを測る

・
まとめ：「英語学習ワークシート」の活用により，「評価の目的」をある程度達成（3つの機能活用）

○「英語のコミュニケーション能力の『素地』と『基礎』」：第二言語能力の熟達化理論に基づいて

板垣信哉・鈴木渉（宮城教育大）

・
第二言語・外国語：言語知識と処理過程の問題

①
宣言的知識vs.手続的知識　②習得された知識vs.学習された知識　

③
非分析的知識vs.分析的知識　④暗示的知識vs.明示的知識

⑤
統制的処理vs.自動的知識　⑥知識の手続化（手続的知識の構築）

・第二言語知識：4つのタイプに基づいて作成


非自動的（統制的）
自動的（手続的）

明示的知識

（分析的）
・形式的に学習された意識的知識

・言語規則に基づく知識が中心

・不十分な練習→非自動的言語運用

☆中高・生涯の英語教育の目標（「基礎」・「応用」）
・形式的に学習された意識的知識

・言語規則に基づく知識が中心

・十分な練習→自動的言語運用

☆中高・生涯の英語教育の目標（「基礎」・「応用」）

暗示的知識

（非分析的）
・無意識に身につけた直観的知識

・定型表現，決まり文句の丸暗記の蓄積が中心

・非自動的言語運用

☆小学校英語活動の目標「素地」
・無意識に身につけた直観的知識

・定型表現，決まり文句の丸暗記の蓄積が中心

・自動的言語運用→「母語話者なみの流暢さ？」

☆外国語学習の場合，到達可能か？

・
英語活動：英語コミュニケーション能力の素地－①暗示的（非分析的）・非自動的知識，②潜在記憶の一部（記憶と想起の意識なし），③小学校英語活動＝「素地」→中学生の「内言」

・
英語教育：英語コミュニケーション能力の基礎－①明示的（分析的）・非自動的知識，②顕在記憶の一部（記憶と想起の意識あり），③中学校英語教育＝「基礎」→中学生の内言「意識的・分析的・明示的知識」，④明示的文法知識→「規則依存型の創造的言語活動」

・
母語の熟達化：基本的には暗示的知識（0～5／6歳）

・
日本での英語教育（中学・高等学校）：「使えない英語？」英語教育の課題－明示的指導と手続き化の限界

・
小中の接続：英語活動からの英語教育－外国語能力の自然な熟達化
